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仕様書作
成、3号機
製作工事
着手

24年度

市町村名 浦添市

事業番号
・事業名

平成２５年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

第３章－３－（４）－ア
6-① ガントリークレーン整備事業

実　績
3号機製作完
了、4号機製作
工事着手

25年度

-

100.0%

26年度

担当部課名

目　標

 　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

A．計(b+d)

臨空・臨港型産業の集積による
国際物流拠点の形成

予
算
の
状
況

Ⅲ－１－（３）

(a)当初予算額

3号機製作1基、4
号機製作工事着
手

仕様書作成、3
号機製作工事
着手

仕様書作成、3号
機製作工事完了

40,000

42,950

44,920 -

-

-62,750

平成24～26年度

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

122,750

西海岸開発局　西海岸開発課 沖縄振興基本方針
該当箇所

60,000 -

事業実施
（予定）年度

(b)予算現額

事業内容

輸出貨物の積み残しが生じていることから、港湾機能強化を図るため、現在2基のガントリークレーンを２基増設する。

実施方法

25年度(繰越) 26年度　24年度 25年度

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

予算の状況の説明

B．執行済額

活動目標
（指標）
及び達成状況

　活動目標通り平成26年6月に3号機製作及び据付工事を完了した。また、平成26年2月に4号機製作工事に着手することができた。

H25活動目標（指標）

那覇港のガントリークレーン
3号機製作1基、4号機製作工事着手

仕様書作成、3号機製
作工事完了

25年度

実　績
3号機製作1基、4号
機製作工事着手

1,004万トン
（23年）

1,950万トン
（28年）

2,840万トン
（33年）

成果目標
（指標）
及び進捗状況

基準値
（　年度）

進
捗
状
況
説
明

H25成果目標（指標）

コンテナ取扱能力増大等に向けた港湾機
能強化
ガントリークレーン
3号機製作完了、4号機製作工事着手

4,920

(d)繰越額 -

(c)増減額(b-a)

達
成
状
況
説
明

目　標

29,703

12,174

次年度繰越額

実　績

44,920 122,750 42,950

ガントリークレーン３号機の当初設計高さについて、大阪航空局との協議の結果、航空法に基づく制限高さ以下に抑えるよう指示があった。
このため当初設計の高さより、５．４ｍ低く抑える設計を余儀なくされたため、ガントリークレーン３号機の構造に大幅な設計変更が生じた。
その結果、ガントリークレーン３号機の機械構造の強化のための材料費と労務費の増額、および重量が増大したことによる輸送費と設置費の増
額等により、補助金額20,000,000円の増額となった。
また、港湾機能強化を図るため、４号機を増設する。平成25年度補助金額42,750,000円
よって、３号機分、４号機分含めての増額は、62,750,000円となる。
　当初、ガントリークレーン4号機については、3号機同様の仕様で発注及び入札を進めていたが、那覇空港滑走路増設に伴い、航空法に基づく
制限表面高変更の予告告示が出たため、抑えていた高さを緩和することに伴い、工事費を低く抑えられる可能性が生じたことから、工事設計額
見直しの検討及び再入札に時間を要したため繰越となった。

目標値
（　年度）

15,217 42,950

42,950 -

・成果目標通り、3号機製作工事の完了及び4号機製作工事を着手することができた。
・ガントリークレーン整備は順調に目標を達成してきており、施策の推進（沖縄21世紀ビジョン実施計画P154那覇港の取扱貨物量）にお
いて、貨物増加量に係る整備を実施しており、目標達成に寄与するものである。

【参考指標】
沖縄21世紀ビジョン実施計P154
那覇港の取扱貨物量

目標

目　標

達成状況

27年度

3号機製
作完了、4
号機製作
工事着手

24年度

-

100.0%

34,360

79,800

執行率（％）(B/A) 33.9% 65.0%

63,840うち交付金充当額

26年度

24年度(繰越)

-

-

-

29,703

29,703

29,703

23,762



交付金
充当額

評価に関する説明

0122,750

・一般競争入札の最低価格業者と契約を結んでいることか
ら、支出先の選定方法は妥当であると考える。
・設計時において複数の工法から最も経済的な工法を選択
していることから、予算規模は事業内容に見合っていると考
える。
・費目、使途については、関連書類を確認し、適正であった。

評価

○

○

-

○

点　検　項　目

支出先の選定方法は妥当か。

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

受益者との負担関係は妥当であるか。

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

122,750 98,200 24,550

交付対象
外経費

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・平成25年度はガントリークレーン3号機の製作（1基）及び4号機の製作工事
を着手した。
・ガントリークレーン整備については、航空法に基づく制限表面高変更による
工事設計額見直しの検討や再入札により、当初予定していた工期より長く
なった。

・予算執行前段階から関係機関との情報共有、密な調整及び週に1回程度の
工程会議等を行う必要がある。
・作業状況及び現場状況の把握に努め、円滑な事業進捗を図る必要があ
る。

今後の取り組み方針

　産業振興の基盤である那覇港の機能強化と臨港型産業の育成に繋げるために、コンテナの取扱能力を増大しサービス水準の大幅な向上となるガントリーク
レーン3号機、4号機の整備を平成27年3月までに行う。そのために関係機関との情報共有及び密な調整を行い、また作業状況及び現場状況等を把握し、ガント
リークレーンの早期供用開始に向けた事業推進を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

市町村
負担金

交付対象
事業費

総事業費

浦添市

122,750千円

補助金
122,750千円

那覇港管理
組合
122,750千円

委託料
1,620千円

沖縄振興特別推進事業現場技術業
務委託

ガントリークレーン輸送据付工事監
理業務委託

一般社団法人 港湾荷役機械システム協会
620千円

ガントリークレーン製作工事監理業
務委託

一般社団法人 港湾荷役機械システム協会
700千円

（株）中建設計コンサルタント

300千円

工事費
121,130千円

ガントリークレーン製作工事

ガントリークレーンレール設置工事

三井造船（株）
53,502千円

（株）野原建設

514千円

三井造船（株）

47,890千円

三井造船（株）

19,224千円
ガントリークレーン輸送据付工事

ガントリークレーン製作工事



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( )

担当部課名

事業内容

観光旅客が安全で快適に移動できるなどの利便性向上を実現するため、ボーディングブリッジを整備するための費用を補助する。

市町村名 浦添市

平成２５年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

6-② 観光客利便性向上施設整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（４）－ア

25年度 25年度(繰越) 26年度

予
算
の
状
況

西海岸開発局　西海岸開発課
事業実施
（予定）年度

平成24～25年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－１－（３）

臨空・臨港型産業の集積による
国際物流拠点の形成

(a)当初予算額 6,000 14,000 -

24年度(繰越)

-

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度

(c)増減額(b-a) 2,500 0 -

(b)予算現額 8,500 14,000 -

A．計(b+d) 8,500 14,000 8,231

(d)繰越額 - 0 8,231

B．執行済額 0 5,769 8,2318,500

うち交付金充当額 0 4,615 6,5856,800

次年度繰越額 8,500 8,231 00

執行率（％）(B/A) 0.0% 41.2% 100.0%100.0%

予算の状況の説明
　ボーディングブリッジの仕様・設計を完了し、8月より工事着手する計画だったが、クルーズ船の多様化及び大型船舶
の寄港回数が増加傾向にあることから、それらに対応するための仕様・設計を見直したことにより想定以上の日数を要
し、工事スケジュールに遅れが生じることとなったため、H26年度へ事業を繰越し実施した。

活動目標
（指標）
及び達成状況

H25活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

那覇港のボーディングブリッジ設置　1基

目　標 仕様書作成
ボーディングブ
リッジ設置　1
基

実　績
仕様書作成、製作工
事着手

ボーディングブリッ
ジ
設置　1基

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

  観光客が安全で快適に移動できるなどの利便性向上を実現するための設置が必要なボーディングブリッジについて、活動目標通り平
成26年11月にボーディングブリッジ設置を完了した。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

H25成果目標（指標）
基準値
（　年度）

24年度 25年度 26年度
目標値
（　年度）

那覇港のボーディングブリッジ設置　1基

目　標 仕様書作成
ボーディン
グブリッジ
設置　1基

実　績
仕様書作成、製
作工事着手

ボーディングブ
リッジ設置　1基

【参考指標】
沖縄21世紀ビジョン実施計画P１５４
　那覇港におけるクルーズ船寄港回数

目　標
53回
（23年）

80回
（28年）

120回
（33年）

進
捗
状
況
説
明

・観光客が安全で快適に移動できるなどの利便性向上を実現するための設置が必要なボーディングブリッジについて、成果目標通り
ボーディングブリッジ設置を完了し、平成27年5月より供用開始している。
・那覇港の利便性を向上させることで、機能強化だけでなく、快適な旅を演出し、観光地としての知名度等を上げることに繋げる。
・施策の推進（沖縄21世紀ビジョン実施計画P154那覇港におけるクルーズ船寄港回数）において、寄港回数増加に係るボーディングブ
リッジの設置を行っており、目標達成に寄与するものである。

-

-

8,500

8,500



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・平成25年度はボーディングブリッジ1基を設置した。
・船舶のボーディングブリッジ設置口の多様化や大型船に対する高さへの対
応のため、ボーディングブリッジ本体の大型・特殊化に伴うバース耐力の確
認に時間を要し、当初予定していた工期より長くなった。

・寄港船舶に関する情報を早めに入手し、対応船舶の絞込みや不測の事態
に備える必要がある。
・工程に遅れが生じないよう、予算要求段階から関係機関との情報共有、調
整、工程会議等を密に行う必要がある。

今後の取り組み方針

・関係機関との調整を密に行い、事業を完了した。ボーディングブリッジの適正な運用を図り、観光客の安全性かつ利便性の向上を図る。
・引き続きクルーズ船入港時に歓迎セレモニー等を実施し、観光者数の増加を図ることでさらなるボーディングブリッジを活用していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

14,000 14,000 11,200 2,800 0

支出先の選定方法は妥当か。

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ ・一般競争入札の最低価格業者と契約を結んでいることか
ら、支出先の選定方法は妥当であると考える。
・設計時において複数の工法から最も経済的な工法を選択
していることから、予算規模は事業内容に見合っていると考
える。
・費目、使途については、関連書類を確認し、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○

ボーディングブリッジ製作工事

ボーディングブリッジ製作工事

三菱重工交通機器

エンジニアリング(株)
仲本工業株式会社

浦添市

14,000千円

補助金
14,000千円

工事費
14,000千円

三菱・仲本特定建設工事共同企業
体331千円

那覇港管
理組合
14,000千円

三菱重工交通機器エンジニアリング
(株)
13,669千円



( ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( )

( ) ( )

担当部課名

事業内容

本県の生活・産業物資の輸送の大部分を担う港湾物流機能を改善し、県全体の物流の効率化を図り、さらに付加価値型ものづくり産業の集積
などの国際・国内物流拠点の形成を図るため那覇港総合物流センターを整備する。

市町村名 浦添市

平成２５年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

6-③ 那覇港総合物流センター整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（４）－ア

25年度(繰越) 26年度 27年度

予
算
の
状
況

西海岸開発局　西海岸開発課
事業実施
（予定）年度

平成25～29年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－１－（３）

臨空・臨港型産業の集積による
国際物流拠点の形成

(a)当初予算額 5,000 -

28年度

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

25年度

(c)増減額(b-a) － -

(b)予算現額 5,000 -

A．計(b+d) 5,000 3,885

(d)繰越額 － 3,885

うち交付金充当額 892 3,108

B．執行済額 1,115 3,885

執行率（％）(B/A) 22.3% 100.0%

次年度繰越額 3,885 -

活動目標
（指標）
及び達成状況

H25活動目標（指標）

達成状況

25年度 26年度 28年度

総合物流センターの基本設計の実施

基本設計の実施実　績

目　標
基本設計の実
施

27年度

目　標

予算の状況の説明

・平成25年度は、総合物流センターの規模や仕様、必要な整備条件を確定するために、類似施設の調査、適用法令の
整理、地盤調査及び概算工事費の算定等を行っていたが、建物の仕様決定に必要な企業ヒアリングを行う対象企業決
定が遅れ、平成26年度にはアンケート結果の集計及び分析を行うため繰越となった。

実　績

実　績 －

達
成
状
況
説
明

・本事業は、那覇港国際コンテナターミナル背後地に国内外物流の効率化及び流通加工等の新たな価値を付加する機能を持った「総合
物流センター」を整備するものであり、規模は地上3階建て、延べ面積約45,000㎡程度を想定しており、構造はプレキャストPC造等を計画
している。
・活動目標通り総合物流センター基本設計業務を実施した。
・企業調査及びヒアリングにおいて、施設の規模（スパン、天井高さ等）、利用形態（仕分け作業の有無、包装・加工の有無等）冷凍・冷蔵
倉庫の必要性、事務室の必要性等、施設を利用する際の基本仕様を明確にする。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

H25成果目標（指標）
基準値
（　年度）

25年度

基本設計の
完了

【参考指標】
沖縄21世紀ビジョン実施計P154
那覇港の取扱貨物量

目　標

総合物流センターの基本設計の完了

目　標 －

1,004万トン
（23年）

1,950万トン
（28年）

2,840万トン
（33年）

進
捗
状
況
説
明

・成果目標通り総合物流センター基本設計業務を実施した。
・企業調査等で明確になった条件を基に基本設計を完了し、平成26年度には施設の工事発注に向けた実施設計を行う。

基本設計の完了

目標値
（　年度）

26年度 27年度



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・当該事業は、那覇港国際コンテナターミナル背後地に従来型物流の高度化
及び流通加工等の新たな価値を付加する機能を持った「総合物流センター」
を整備するものである。
・平成25年度は基本設計を実施し、必要な規模、仕様等を決定するため、類
似施設の調査、入居希望業者へのアンケート及びヒアリングを実施した。ア
ンケート等の結果、各企業が必要とする設備にある程度ばらつきがあった。

　各企業の要望に基づき、一部の企業で必要とされる設備について本事業
内で発注側、企業側が実施すべき設備工事等を明確化にし、発注コストの低
減を図る必要がある。

今後の取り組み方針

　基本設計で明確になった条件に基づき実施設計の発注を行い、施設の早期供用開始に向けた事業推進を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

5,000 5,000 4,000 1,000 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ・一般競争入札の最低価格業者と契約を結んでいることか
ら、支出先の選定方法は妥当であると考える。
・設計時において複数の工法から最も経済的な工法を選択
していることから、予算規模は事業内容に見合っていると考
える。
・費目、使途については、関連書類を確認し、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

浦添市

5,000千円

総合物流センター
基本設計業務委託
株式会社ワールド設計
八千代エンジニヤリング
株式会社沖縄事務所

補助金
5,000千円

㈱ワールド設計・八千代エンジニヤリン

グ
㈱沖縄事務所共同企業体
3,823千円

那覇港管
理組合
5,000千円

総合物流センター
企業事業分析調査業務

株式会社帝国データバンク沖縄
支社
114千円

総合物流センター参入企業
調査

新日本有限責任監査法人
1,063千円

委託料
5,000千円


